
【　概　要　】
社会福祉法人びわこ学園 令和８年度事業計画

（詳細は、びわこ学園ホームページに掲載）

Ⅰ．法人事務局
＜重点項目＞
①� 障害者虐待防止対策の推進

・�「障害者虐待に向けた心構え」の改訂検討や職
員の行動指針を策定し、対策を強化します。

②� 職員確保・定着支援の強化
・�カスタマーハラスメント防止に向け対応指針や
相談体制整備を上半期中に行います。

③� 働きやすい職場環境づくりの推進
・�DX推進室を設置し、ICT等活用の検討、業務効
率化と働き方改革を推進します。

１．事業運営・展開
（１）第四期中期計画に基づく事業の実施

・�将来ビジョン、組織のあり方、人材確保・育成
について、将来構想委員会において検討し具体
化を図ります。

（２）各事業の適正運営について、多面的視点での研
究、実践

・�事業企画部に、事業経営班と調査研究班を置
き、経営的視点、利用者の生活視点に立った研
究、検討を行います。

（３）地域における公益的な取り組み

　物価高騰や経費増大、人材確保の困難など、学園を取り巻く環境は厳しさを増しています。入所施設では
ベッドの有効活用や海外技能実習生の受け入れなど、対応を進めています。今後、赤字部門の改善や責任あ
る執行体制を通じて経営の安定化を図る方針です。一方で、利用者のいのちを守り輝かせ、職員も輝くという
理念のもと、「本人よし・家族地域よし・職員職場よし」の三方よしの実現を目指します。ノーリフトケアや
DXのさらなる推進、心理的安全性の高い組織づくりを進めます。また、国が進める医療や福祉の制度や報酬
体系の見直しを踏まえ、将来構想の検討を進めます。特に、日中活動の充実や地域と連携した選択支援型の取
り組みを推進します。また、利用者・家族の高齢化に対応し、全世代型の支援体制を整備します。先人の理念
を継承しつつ、若手からベテランまで全世代が協働し、新たな価値創造に取り組んでいきます。

地域連携型
選択支援型
多機能型　等
医療機能の充実
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・�「こあゆ」ついて、教育・保育と地域支援者の
連携体制構築、利用者のバックアッププラン作
成と支援を展開します。
・�事業所開設促進事業について、空白圏域の新規
開設促進を図り、事業所間ネットワーク構築及
び開設後の運営サポートを行います。
・�センター野洲が創立60年を迎える中、「いのち
と人間の尊厳について考える機会」としてびわ
こ学園後援会と共同し、ドキュメンタリー映画
上映会を開催します。

２．組織運営・管理
（１）７対１看護基準の維持

・�マイナビ看護師採用支援プロジェクトを活用
し、看護師採用・定着支援を行います。

（２）人財確保育成に関する方針の再定義
・�社会的情勢を理解し、人財確保・育成のビジョ
ンを具体化します。

（３）多様な人財の確保
・�特定技能外国人の令和９年度雇用計画を検討し
ます。

（４）多様な働き方と職員の定着支援
・�女性活躍推進法等に基づくびわこ学園行動計画
に取り組み、令和10年「くるみん認定」を取得
します｡

（５）研修体制の検証・再構築
・�現行の研修体制の検証を行い、必要な項目につ
いては再構築を行います。

３．経営・財政
（１）財政基盤の強化

・�月次データの共有化を図り、財政状況及び予算
の執行状況について適宜、経営会議、理事会、
評議員会等に報告します。また、施設建替えに
向けて積立額の確保にも取り組みます。

Ⅱ．びわこ学園医療福祉センター草津
＜重点項目＞
①�「障害者施設等入院基本料７：１」基準の安定維持

数値目標：看護師人数75名以上の安定確保をめざ
します。

具体的手立て：採用ルートの多様化を図り、勤務
体制の見直しを行います。施設基準について定時
点検を行い、基準維持に必要な体制を整えます。

②� 医療安全・虐待防止
数値目標：レベル３以上の事故を前年比で減少さ
せます。虐待事案の発生をゼロとします。
具体的手立て：誤薬防止に向けたICTの活用を進
め、安全管理体制を強化します。
医療安全管理委員会・虐待防止委員会において振
り返りを定例化し、改善策の実施状況を点検しま
す。

③� 働きやすい職場づくり
数値目標：残業時間及び休暇未取得日数の前年比
削減をめざします。
具体的手立て：
・�ICT、AI活用の拡大、業務フローの見直し、勤
務体制の再設計を行います。
・�パワーハラスメント、カスタマーハラスメント
等あらゆるハラスメントの防止に努めます。

１．人権への配慮と対策の充実
・�虐待の芽やグレー事案を早期把握し、委員会で
検証し、職員で共有していきます。

２．医療安全･事故防止対策の充実
・�Safety-IIの視点を職員全体で周知し、日常の安
全行動を点検します。

３．入所利用者への取り組みの充実
・�重度重症化への対応力を高め、医療ケアの整理
と支援の質の向上を行います。
・�日中活動の充実・社会参加を広げ、個別支援や
会議を通じて利用者理解を深め、生活の質の向
上を高めます。

４．地域支援の充実
・�オンライン診療を稼働させ、外来機能の充実を
図ります。

５．職員の定着と育成
・�ノーリフトケアを推進し、安全で負担の少ない
ケア環境を整えます。
・�AI機能を活用し、個別支援計画やサマリー作成
等の業務効率化を進めます。

【ご報告】　びわこ学園医療福祉センター草津施設長の交代
種子島　章男（令和8年4月1日就任）

　このたび、びわこ学園医療福祉センター草津施設長を拝命いたしました。�
利用者・ご家族の皆様に安心していただける医療・福祉を提供するとともに、
職員一丸となって地域に信頼される施設づくりに努めてまいります。今後とも
皆様のご理解とご支援を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。
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６．防災・防犯対策の充実
・�近隣施設と連携し、災害時の協力体制を整え、
ＢＣＰをより実効性のあるものとします。

７．その他
・�診療報酬にかかる施設基準の定時点検を行い、
新規項目の算定をめざします。

Ⅲ．びわこ学園医療福祉センター野洲
＜重点項目＞
①�収益強化と経費削減、業務効率化により収益の改善
を図ります。（第２期）
②�入院基本料７対１維持と全ての職種における職員不
足を解消します。
③�テクノロジーを活用し生産性の向上を図ります。
１．人権への配慮と対策の充実
・�障害者虐待防止法の再学習により疑いの段階で
速やかに通報することを徹底します。
・�単なるリスク管理から人権を尊重する研修へシ
フトし、研修後に人権方針や相談窓口に関して
補足説明や質疑ができる場を設けます。

２．医療安全･事故防止対策の充実
・�手順書の遵守により医療関連事故を未然に防ぎ
ます。
・�介護中の転落・転倒、骨折事故ゼロを目指しま
す。
・�労安委員会による巡視を継続します。また、ス
トレスチェック実施期間に合わせ、“心の安全
週間”を設け、安全で健康的な職場環境を築き
ます。

３．入所利用者への取り組みの充実
・�重度重症化等により出現する病状への診療・支
援体制の更なる充実を進めます。
・�利用者一人ひとりの食形態を守り、食べる楽し
みや季節が感じられる食事が提供できるよう、
委託業者と協力しながら進めます。
・�一人ひとりの思い・願いを支える活動や社会参
加を個別支援計画へ記述し、実践します。

４．地域支援の充実
・�心エコーや発達・心理相談の開設等、外来診療
の充実を図ります。
・�短期入所ベッド分散化により、利用者家族の希
望に合わせた受け止めを整備します。

５．職員の定着と育成
・�新任職員の育成は、所属部署のみではなく施設
全体で行う体制を構築します。管理職のマネジ
メント力を強化するためのOJTを実施します。
・�特定技能外国スタッフの育成は、中・長期的な目
標を設定した継続的な支援体制を構築します。

・�第３病棟利用者の障害特性を踏まえた「標準的な
支援」が実践できる職員育成と配置を行います。

６．防災（防犯）対策の充実
・�施設の地理的リスクと備蓄を更新し、防災倉庫
を整備します。また、北桜自治会・消防団との
合同避難訓練を実施し、有事に備えます。
・�サーバー攻撃に対するセキュリティ体制を構築
し、定期的な研修を実施します。

Ⅳ．知的障害児者地域生活支援センター
＜重点項目＞
①�当事者・家族・地域も巻き込んだ実効性のある災害
時の業務継続計画の運用を図ります。
②�AIの導入等ICTの拡充による業務の効率化を図り、業
務負担軽減と利用者支援への集中を図ります。
③�センター内での各課の連携と応援体制の拡充に向け
た構築を行い、円滑な利用者支援と職員間の業務負
担均衡化を図ります。
④�カスタマーハラスメントの義務化に伴い、大津市と
対応策を検討し、安心して働ける職場づくりを行い
ます。

１．事業運営・展開
（１）さくらはうす（通所課）

・�業務及び支援プロセスの整理を行い、支援の質
の向上と効率的な運営と業務負担の軽減を図り
ます。
・�重度の障害や強度行動障害を有する利用者に対
し、重度障害者支援加算（Ⅱ）及び（Ⅲ）を取
得します。

（２）ひまわりはうす（支援課）
・�令和９年度の地域活動支援センター事業開始に
向けて、大津市と確認をしながら円滑な移行を
進めます。
・�利用者評価アンケート結果をもとに活動内容や
支援の改善を行います。

（３）生活支援センター（相談課）
・�大津方式のアップデートの検討の中でのリハス
タッフの今後の在り方に関して大津市と協議を
行います。
・�利用者評価アンケートの結果をもとに相談支援
専門員の対応の質の向上を図ります。
・�基幹相談調整センターとして大津市障害者プラ
ンの見直しに協力します。

２．組織運営・管理
・�利用者の権利擁護の取り組みを推進します。
・�利用者の行方不明事故対策を全館で講じます。
・�防犯体制の構築を大津市と協議をしながら行い
ます。
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・�おまつりはうすを実施し、近隣住民と交流を図
ります。
・�「抱え上げない介護」の取り組みを地域へ発信
します。
・�安全運転に対する意識を高めるための教育を行
います。

３. 経営・財政
・�事業受託を円滑に行うための人件費増加に伴う適
切な予算確保に向けて大津市と協議を行います。

Ⅴ．びわこ学園障害者支援センター
＜重点項目＞
【統一テーマ】
　３つの「守る」を徹底し、びわセン事業を持続可能
な事業として次世代に「つなぐ・託す」
①� 「利用者」を守る

・�虐待防止委員会、身体拘束適正化委員会を定例
開催し、「虐待の芽」を未然に摘みます。
・�ノーリフトケアを一層推進し、利用者にとって
安心・安全の介護サービスを提供します。
・�基準人員を確保し、安心して利用いただくため
のサービスの安定を図ります。
・�“日中活動”の安定実施と取組内容の充実を図
ります

②� 「職員」を守る
・�介護する側にとっても安全・安楽なノーリフト
ケアの一層の推進、浸透に努めます。
・�労働安全衛生委員会による定期職場巡回を継続
実施し、職場環境のさらなる改善を図ります。
・�困りごとや悩みを気軽に相談できる体制を整
え、働き方のミスマッチをなくし、離職を防ぎ
ます。
・�あらゆるハラスメントを許さず、すべてのハラ
スメントから職員の尊厳を守ります。
・�ともに支え、高めあう「協働型組織」へ発展的
に改組していくことを目指します。

③� 「事業基盤」を守る
・�DX推進による業務効率化を一層進め、その具体
的成果の最大化を目指します。
・�GH事業、ヘルプ事業に続き、生活介護事業に
おいてもケアカルテで給付費請求まで完遂しま
す。
・�業務の標準化を進めるため基幹業務システムの
統合に向けた検討を行います。
・�「高コスト体質脱却」「財務健全化」「支出最
適化」に向けた「予算標準単価制」の徹底と深
化を図ります。

１．事業運営・展開
・�重症心身障害の養護学校在校生の在籍年次につ
いて学校側と定期的に情報交換を行い、将来的
な事業規模や事業展開の検討に活用します。
・�重症心身障害児者、医療的ケア児者及びそのご
家族の地域生活における「最後の拠り所」とし
ての訪問系事業（ヘルプ、訪問看護）を堅持し
ます。
・�ノーリフトケアについて、標準マニュアル作
成、（仮称）ノーリフトケアマイスター制度
（独自の認証制度）の開始に向けたさらなる検
討を行います。
・�将来計画検討委員会でのこれまでの検討内容と
既に具現化した内容等について、一定の「まと
め・集約」を行うとともに、今後の委員会のあ
り方等も含め議論をさらに深めます。

２．組織運営・管理
・�限られた人員での事業展開が求められる中、選
択と集中による事業効率化、職員配置の適正化
を進めつつ、引き続き事業所間のヨコ連携の取
組を推進します。
・�次代を担う「地域支援リーダー」の継続的育成
と当該職員を核とした各事業所内での学びの場
の充実を図ります。

３. 経営・財政
・�財務健全化に向けた「経営感覚」の現場職員レ
ベルまでの浸透と展開を図ります。
・�さらなるDX推進とケアカルテの徹底活用、他の
業務システムのケアカルテへの統合検討をすす
めます。
・�ファシリティマネジメントを適切に回し、施
設・設備等の長寿命化を図ります。
・�今般の臨時報酬改定に適切に対応するととも
に、次期報酬改定等に向け、課題を整理し、国
県市に対し、引き続き要望や働きかけを積極的
に行います。
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